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表程日

集合

福山駅

:  出発

3,0   釣人像前
1 ‐ 受  付

8:30   バス乗車→出発

①中条八幡神社

着

　

　

発

9:30:    ‐

挨拶・ 諸注意

10:001

②大坊古墳

着

　

　

発

５

　

　

　

　

５

１

　

　

　

　

４

０

　

　

　

　

０

見学・ 説明

③安光古墳群

着

　

　

発

H:15     :

見学・ 説明

11:45

北倉神社

着

　

　

発

12:00

12:15

トイレ休憩

④石鎚山古墳群

着

　

　

発

12:30
'昼

食・ 見学・ 説明

13:50          1

加茂公民館

着

一　
発

14:10

トイ レ休憩

14330

⑤猪の子古墳

着

　

　

発

14:50

見学・ 説明

15:20

着

福‐山ヘ

15:50  1バ ス停→バス乗車

16:20   福山駅⇒解散

二 l一



周 辺 地 図
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岡廃寺 (消滅 )i

淵 雪崎
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年 表

今から 西   暦 時 1代 周 辺 の 主 要 遺 跡

20004「 書F

1700年前

1600年前

1500年 前

14∞年前

1300年前

0年

3001「 (4c)

40昨  (5c)

5001F(6c)

6001F(7c)

70m「 (8c)

71昨
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Ｆ
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ヽ

古

墳

飛

鳥

亀山遺跡 (神辺町 )

*古1墳が造 られ始める

石鍵山 1号古墳

石鐘山 2号古墳

掛迫6号古墳

吹越古墳群

安光古墳群

*大化の改新 (615)

大坊古墳

猪の子古墳

岡廃寺

奈

良

時

代
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『
世貯 竜費.』 ってなんだろう ?。 ・ 0,・ ・・・ ●

'

いま                     ねん

今から 1‐ 700～ 1300年 く

こ ふん

られました。これらは『古墳』

こ ふん じだい

=ス
  つち  も     おお    ttか  つく

らい前、土を盛った大きな墓が造

よ      こ ふん  つ

と呼ばれ、古墳が造られた時期を

つちも     かたち     うえ    ら

じ  _●

『古墳時代』と呼んでいます。古墳の土盛りの形には、上から見

まる えんぶん  し かく こうなん ぜんぼうこうえルふん  ぜんぼ,こ つこう

て丸い形の円墳・四角い形の方墳のほかに前方後円墳・前方後方

墳などがあります。

し し,  い     かん              じ せ,           ひら

墓には、死者を入れる棺やそれを入れる施設を造 ります。平た

いし  'こ     はこしきせつかん            よこあな :′ させきしつ  たてあなし_●せ0しつ

い石で囲った箱式石棺や棺を入れた横穴式石室・竪穴式石室など

があります。

やきもの  と き     たいせつ                ぶ き       いうしよ

墓には焼物 (土器)や大切にしていたも
'の
・武器なども下緒に

納められました:

とうじ   ひとびと  せいかつ  l′ ●うぃ  よう
‐l

古墳:を 調べると当時の人々の生活や社会の様子がわかります。

ですから古墳は大切にして壊さないようにしましょう。

-4‐



古 墳 の 形

1,円墳 2。 方墳

平面形

断 面

3.前方後円墳 4:前方後方墳
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墓 の 施 譜

警 重堅 メ 可
=式

准 コ菫菫

‐例)石鍵 1号古墳

掛迫 6号古墳

(福山市加茂町 )

(福山市駅家町 )

横 穴 式 有 室

例)手子塚古墳 (福山市駅家町)

さこや■            :

迫山 1号古墳 (深安郡神辺町 )

よ こ ぐ ちし さ せ つ か く

横 E E式
石 榔

例)猪の子古墳 (福山市加茂町)

サ 安

そ れ だ しらつか

曾根田自塚古墳 (福山市芦田町 )

な ん  ど  か く

粘 十 榔

例)亀山古墳 (深安郡神辺町)

´ イ
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だい  こう  こ  なん

I .大 坊 古 墳

とうざい        なんこ く        たか        もりつち

口東西 13me南 北 10m・ 高さ5mの盛上の円墳 (方墳 ?)

□大きな石材を左右対称にしてぃる

げんもんぶ   ち●うしん  げんしつ せんどう              っく

□玄門部を中心に玄室と羨道が同じ大きさで造 られている

口横穴式石室の中でも新 しい形のもの

□全長1112m、 玄室の長さ5。 32m・ 幅 1。 92m・ 高さ1:91m

□切石を使もた古墳の出現を考える上で重要な古墳

□7世紀前半ごろ

77ニ



´

第13図 大坊古
'日 '日

丘測量図

繹

第19図 大坊古In石室実潤図
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ゃす  みつ  こ   ふ ん ぐ ん

.安 光 古 墳 群

□同じ斜面の狭い範囲に,基存在する

□中心は片袖式め横穴式石室をもつ円墳

お ぼ え て お

りようヤでしき

両袖式

かたそでしき

片袖式
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い し づ ち や
=こ

 ふ ん ぐ ん

=.石
鎚 山 古 墳 群

●1号古墳…4世紀後半

ちょっけぃ              だん  れつせ●

□直径2o●の円墳で、2段の列石をもつ

たい  し●たしヽぶ

1主体部

ひ かくてきしよう倉 量

…①2。 8猥 Xl。 OBの比較的小規模の竪穴式石室

②円礫による棺床に組合せ式木棺

③排水溝が良好に残っている

とうきよう ち,う ごくせヽ  `しやえ
～
  レん  じ●ウきよう  そうし

～
,   のうこうぐ

④銅鏡 (中 国製の斜縁二神二獣鏡)・ 装身具・農工具

が棺内より出土⇒戦闘用武具は一切含まない

2主体部

…①2.5轟 XO。 7■の竪穴式石室

わりたりがたもつかん  あと  0こ   かんしよう

②割竹形木棺の跡を残す棺床

まがたま  で
''ん  てつてく  と

'Fく
    ` き るい  し0たい

③勾主・鉄剣 0鉄鏃・銅鏃など武器類が主体

*
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石鍵山 1号苦墳

墳ニダに 実寝置

ゲ

二
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石鎚山 1号古墳豊穴式石室
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石室内の様子
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第1主体副葬品,(棺内)
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第2主体石室

C
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漁
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第12主体副葬品
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■ 2号古墳・104世紀末ん 5世紀前半

口直径 16菫・高さ2●の円墳

* 1主体部

ど こう

|・ ①土壊に組合せ式木棺

②鋼鏡片 2面 〈申国製の内行花女鏡):刀子

・破れ白を磨いている (■ 片)

1破れ日付近に2個の下げるための穴

をあけている (1片 )

きようへん じつれい      けんない    るいれい  すく

■鏡片の実例として県内でも類例が少ない

* 2主体部

なん とかく

二①土壊に粘士椰

②出土遺物はなし
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|:
げr

Fig.22 石籠山第2号古墳第1号主体部実渕図
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ぃ      こ       ごう ,

Iv`葬 彙 わ f■ ■シ 珪
「

1賓

, こう
'ん

  0り いし  し よう

□円墳か方墳 (方墳ならば 1辺 14■ ,高さ3E)

口横口式石椰に羨道をとりうけている

内法…長さ2082■・幅1.09■ ,高さ0.89～ 0。 95■

羨道■長さ3.63～ 3.34■ :幅 1146～ 1。 70●・高さ1。 25■

あもヽだ   しつくい  0こ

由花商岩の切石を使用し石と石との間には漆喰が残る
|

□7世紀後半

… 17-



そ   の   イ」L: の   周   辺   遺   跡

|  か め や ま   い せ き   や よいじ だいせんき せんはん

ハL:省蓋 巨J週菫励ぶ・1・ 弥生時代前期前半γ

口長径75■・短径55コの環壕を持つ集落

日前期から中期初頭にかけて計 3本の濠を順次同心円状に

拡大させながら営まれた

●亀山 1号苦墳…5世紀前半

□直径約20mの 円墳

口割竹形木棺を納めた粘土椰

□多量め副葬品 (勾玉・模造刀子・筒形銅器 ,盾・短甲 ,鉄刀

鉄剣・鉄槍・鉄矛・鉄鏃など)⇒鉄製品,特に武器、武具類

の多さは他に類を見ない

二 18-



な か た Kは い  じ

B:中 谷 り廃 寺

はくこうじ だい  へしヽあんじ だいこうはん    そんぞく    じ しヽんあと

口由鳳時代γ平安時代後半まで存続した寺院跡

とうあと    し●うきだん たてものき ほ   げんし 毯う

□塔跡 (2重基壇で東西H`7m・ 建物規模 3間四方)

こうどうあと  き だん

講堂跡 (基壇は東西21=`建物規模東西 6間 :南北 2間以上 )

⇒法隆寺式伽藍配置が想定できる
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ネ ●  こ し こ  ふ
～

ぐ ん

c:り に走菫だF増義群  (消滅)"・ 5世紀前半代～6世紀後半代

●しはらいけ  む       0     お .さ
せんじよう や よいじ だい

口菱原池に向かって伸びる尾根線上に計 8基の古墳と弥生時代の

住居跡などを含む複合遺跡

口古墳…円墳 5基 :方墳3基

住居跡・:・ 円形で 2棟

■8号古墳

□東西 21聰 `南北 20■ 0高 さ3.3●の円墳

ちようぶ          つく

口尾根の頂部を利用して造 られる

*11号

=州 ど こう

。「・長さ2。 4鳳 '幅 0.75■ 0深さ0035～ o:4コの土墳内に

長さ1。 8■ ,幅 0335■～0。 251の箱式石棺に人骨 1体

遺物はなし

す12号
=州せきがい とこうこ     じ●う

。
“石蓋土壊墓 (二重)

人骨歯牙と玉類 (勾玉 1・ 棗玉26)
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吹越古墳群周辺地形国

イi摯1::.欧

`llilABr‖

辺地″図
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吹越第 8号古墳第 2主体

「
れ 6i 吹なo8';古 jn■ 21,1:J「 解実用‖
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しよう  ■ く じ  う 0 や =  こ   ふ んぐ ル

D:正 福 寺 裏 山 古 墳 群

口■号古墳

■直径15ん 18■・ 高さ2日の円墳

口2号古墳 (合の坪古墳)

一備南地方で初めて確認された前方後方墳 (全長 29■ )

※本古墳群は当会古墳研究部会の■量調査による

％／第 1

6‐

号古墳墳丘実測口

-23-
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第 2号古墳 (合の坪古墳 )
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一
）

E:岡 廃 寺  (消滅)

口奈良時代の寺跡
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=

率

ホ

黎

ホ

摯

率

*

*

*

率

*

*

ネ

*

*

ネ

*

ネ

*

幸

*

幸 *

轟 ***事 ネ 事 お ゴtt≡ ス ノ
‐ お ザ彗 11彗 ん へ 率 **半 率 率 **

今日1日 楽しく古墳めぐりをしました:お疲れさまでした.

言うまでもなく、『古墳』は古墳時代の権力者の墓です.ですから古墳は、

当時の権力者の権力を示しますが、それとともにな達祖先の技術・文化の結晶

でもあるわけです.

‐私達の住む芦田川流域は、古墳など豊かな文化財にめぐまれた地域です.  =
子1供たちの教科書に様る文化財は、私達の足もとに一杯存在しています。   *

私達は、すばらしいこれらの文化財に感嘆の声をあげますが、今日見学じ キ

た古墳は私達の祖先が現在まで残してくれたものにはかなりません:ですが  率

ら私達も私達と将来を担う子供たちのためにこれらの文化財を未来に残す義  率

務を有しているのです。ですから安易な手段で文化財が破壊されないように 率

見守っていきたいと思います:                      *
億陽史探訪の会は、このような集いを計画する中で皆さんに身近な文化財  *

・ 郷土の歴史を知らせて行きたいと思っています。             *
それては、今晩子供たちと今日1日 の語らいが出来ましたら、さらに文化  *

財に対する認識を深めていただけたらと願いつつお別れしたいと思います。  ホ

ホ

*

**事 ***********率 ********‡ ****ネ ********

ホ

*

*

*

*

*

*

*

*
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